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パレスチナ子どものキャンペーンでは、毎年、年賀状を作成してきま
したが、この冬は皆様へのご挨拶も年賀状の販売も控えさせていただ
きました。

実は、ガザのデザイナーに依頼をしていた干支の龍をかたどった「新
年おめでとう」というアラビア文字のカリグラフィー（習字）の原案が、
9 月中に届いていましたので、ここでご紹介します。
デザインしたのはアトファルナろう学校のクラフショップでマネー
ジャーをしているイブラヒム・ムフタディさんです。イブラヒムさん
も家と職場、自身のアトリエを失っています。

龍のカリグラフィーと
イブラヒムさんのメッセージ　　

「私は妻と子ども 3 人、両親とともに安全な場所を探して、あちこち移動しています。ありがたいことに生
き延びていますが、未来がどうなるのかはわかりません。まずは「今」を心配しないとなりません。明日、
安全で一緒にいられるかはわからないのですから。

失ったものは大きく痛みを伴います。しかし、私たちは灰と瓦礫の下から再び立
ち上がるでしょう。どんな困難があろうともアトリエを再建し、夢を再び取り戻
したいと思っています。私たちにはまだ「希望」があり、それがこの土地でこの
ような状況下で生き延びるための唯一の手段なのです。

世界中の自由な人々には、私たちを支援し、私たちのために、この不正義に反対
する声を上げ、立ち上がるようお願いします。私たちには普通の生活を送る権利、
生きる権利があります。」

炊き出しで出会った少女
ラファでの炊き出しでは、近くのテントに住んでいる子どもたちが、鍋や缶などを抱えて
並びます。サマさん (13 歳 ) もその一人で、スタッフとも顔なじみになりました。

ガザ市のシャジャイヤという住宅地から、まず中部のヌセイラートに逃げ、そこから南部
のラファまで逃げて来たそうです。家族など10人で1か月ほどテント暮らしをしています。

いろいろな経験をしたはずですが、「明日の料理は何？」と屈託ない笑顔を見せてくれて、
救われる思いがしました。
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